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新しい挑戦の一歩となる年にしよう！
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01巻頭言｜

巻  頭  言
神奈川県印刷工業組合

表紙について

■ KIN 公式キャラクター

■ 題字ロゴ

Kちゃん I ちゃん Nちゃん

神奈川印刷ニュースの頭文字をとって
Kちゃん、Iちゃん、Nちゃんを制作。
季節毎に色々な表情で表紙を飾り、
神奈川印刷ニュースを盛り上げます。

「KIN」は親族、親類、一族、一門、同類の人、同質という意味を持つ。
われわれ印刷業界・印刷会社の皆が、同じ境遇・社内外の繋がりをもっ
と大切にして、業界として結束しようよ！という希望も込めました。
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（上段左から） 大竹 准一 副会長兼専務理事
 森川 勝巳 事務局長
 原　 朱音 情報調査部主任
 村上奈緒子 組合支援部工業チーム主事

今回の表紙モデル

神奈川県中小企業団体中央会

印カレ-eラーニング引き続き受付中です‼
詳しくはこちらから→

　　　　「慶應高校 vs 仙台育英」
　野球が生活の一部となっている私にとって、夏
の高校野球観戦は年中行事。例年、地元神奈川代
表と大学時代を過ごした宮城県代表を応援する。
今年はなんと、応援している二校が決勝で激突す
ることになった。結果は、慶應高校が勝利し、実に
107年ぶり夏の甲子園２度目の優勝。
　選手の活躍や試合自体も素晴らしかったが、特
に目立ったのが、コロナ禍の無観客のスポーツ観
戦からは想像もできないような圧倒的な慶應サイ
ドの応援。選手間の声も聞こえないような大声援
は、仙台育英のミスを誘発し、一気に大量点へと
つながったシーンには正直ドン引きした。しかし
ながら、あの熱狂的な応援は、慶應高校の選手を
大いに勇気づけ、大きなパワーを与えたように見
えた。
　新しいスタイルで野球に挑戦し、結果を出して
きた慶應高校野球部。それを周りが応援し、さらに
その挑戦が加速していく。正のスパイラルとなる
一歩を踏み出した慶應高校野球部は見事でした。
新しいスタイルで挑戦する！そして、周りを巻き
込み、応援してもらう！ 

　　　　「博多の国際色」
　お盆明けに、あるボランティアの会合で博多に
行ってきました。福岡空港から博多駅へ。韓国や、
香港、台湾からの若い旅行者が多い。博多駅でも

スーツケースを引いている観光客に気を付けて歩
かなければならないほど。街中では地声が大き
い？ということもあるのか、韓国語や中国語の話
し声の方が日本語より耳に入ってくる。有名観光
地の太宰府天満宮も例外ではない。ちょっとした
寺社や少しでもインスタ映えするような場所で
は、コスプレ？した外国人たちが撮影をしていた。
円安の日本に多くの外国人が押し寄せる？？？
神奈川にも、そろそろインバウンドの好景気が
来る!?

　　　　「小学校の総合学習」
　地元の小学校で地域や小学校の歴史、また良
い所を話し合う授業に参加した時の事。小学六年
生のクラスでしたが、生徒たちは全員、机の上に
iPadとキーボードだけを出している。そして、ゲス
トの話をほぼ同時にタイピングし、資料としてまと
めていた。さらに質問などの発言も積極的だ。授
業が終わると数分後には、先生のiPadに生徒たち
からレポートが次々と転送されてきた。
　もうビックリ。教育現場のDX！は私の想像を超
えていた。
10年後の新入社員のITスキルはすごい。印刷
業界も本気でDXしないと！

　最後に、観測史上最も暑かった今年の夏。世界
各地での自然災害も記憶しておこう。

その一

「博多の国際色」

　お盆明けに、あるボランティアの会合で博多に
行ってきました。福岡空港から博多駅へ。韓国や、
香港、台湾からの若い旅行者が多い。博多駅でも
スーツケースを引いている観光客に気を付けて歩
かなければならないほど。街中では地声が大きい？
ということもあるのか、韓国語や中国語の話し声の
方が日本語より耳に入ってくる。有名観光地の太宰
府天満宮も例外ではない。ちょっとした寺社や少し
でもインスタ映えするような場所では、コスプレ？
した外国人たちが撮影をしていた。
円安の日本に多くの外国人が押し寄せる？？？
新しいスタイルで挑戦する！そして、周りを巻き
込み、応援してもらう！ 
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神奈川県印刷工業組合
副理事長

古 木  直 人

その二

その三

広報委員会／武井委員長、小島副委員長、竹見副委員長、上原委員

人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」
つな

神奈川県中小企業団体中央会 これからもよろしくお願いします。
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　令和5年7月7日（金）に群馬会館（前橋市）で開催
されました「関東甲信越静地区印刷協議会CSR推進
委員会」では、CSRとMUDの普及・啓発の推進につ
いて、以下の4つのポイントを中心に協議を深めてい
きました。
①令和5年から開講される「サスティナビリティレ
ポート講座」でサスティナビリティアドバイザーの
修了証・マークを取得し、今後サスティナビリティ
レポートを必要とする企業を対象に販路拡大へつ
なげていく。
②関心が高まっている「SDGs」や「CO2排出量の算

定・報告」を切り口に官公庁、企業などにアプロー
チし、CSR認定を調達の加点ポイントにつなげて
いく。
③国の印刷物に関する入札案件でCSR認定が加点
ポイントになる方法をさぐる。
④静岡県工組で実績をあげているように、MUDを
地域のデザイン学校や商工会議所などのメリット
に育てる。
以上、組合としてできること、組合員各社でできるこ
とを考慮しながら具体策を探っていきました。

　教育研修委員会で担当する主な事業は、①印刷営
業士②プリプレス職種の技能検定③全印工連特別
ライセンスプログラム（Adobe）④印カレ（教育動画
サイト）⑤印カレeラーニング⑥JPPS（情報セキュリ
ティ）になります。
　それらの中で、今回の関地区協では、①印刷営業
士と⑤印カレeラーニングをメインテーマに委員会
が開かれました。
印刷営業士
　講座では、印刷営業員が知っていなければならな
い基本や、印刷積算見積知識、マーケティングの基
礎知識など営業活動に必要な諸知識を体系的に学
習していきます。そして、「印刷営業に関する知識と技
能について通常有しなければならない能力の程度」
については試験が行われ、合格すると厚生労働大臣
認定の「印刷営業士」の称号が得られます。

　本年度より、全印工連（東京都印刷工業組合）主催
によるオンライン講座が年2回開催されることとな
りました。内容は、全5回の講座をオンラインで受講
し、試験は東京での受験になります。この機会にぜひ
チャレンジしてみて下さい。
印カレeラーニング
　「印カレｅラーニング」とは、「デジタルリテラシー」
をいつでも、どこでも学習できる全印工連の教育
サービスで、オンラインの学習プラットフォームにな
ります。
　委員会では、実際にパソコンで印カレｅラーニン
グを体験して頂きました。業態変革やリスキリングの
ために有益な学習コンテンツだというご意見が出ま
した。委員会報告では、全委員が壇上に上がり、印カ
レｅラーニングの感想と各県での積極的な取り組み
を宣言しました。

当神奈川県工組が、群馬・山梨・埼玉・新潟・長野・
静岡・茨城・千葉・栃木の9県工組と共に構成してい
る関東甲信越静地区印刷協議会（以下関地区協と
略）は、7月7日・8日、群馬県工組の主管により、群馬
県前橋市の群馬会館と臨江閣において、第70回年
次大会および令和5年度上期定例会を開催しました。
今回は江森理事長より、各委員会の「これは皆さ

んに是非お伝えしたい。」事業の報告です。また教育
研修委員会・CSR推進委員会については担当委員長
の古木副理事長および荒井常務理事より報告いた
します。

令和５年度
関東甲信越静地区
印刷協議会

上期定例会
委員会報告

■ 経営革新マーケティング委員会
• DX事業の推進について、全印工連独自開発のシ
ステムである「DX-PLAT」とMIS「BRAIN」の普及
促進を進めています。
• 事業領域拡大のための各種セミナーをオンライン
併用で多数開催予定。東印工組はじめ他道府県の
セミナーも受講できるので、ぜひ有効に活用してく
ださい。
• 国に対する要望事項の根拠ともなる印刷業経営
動向実態調査へのご協力をお願いします。

■ 環境労務委員会
• 厚生労働省より「カスタマーハラスメント（顧客等

からの著しい迷惑行為）対策企業マニュアル」が発
行されました。
• 環境意識の高まりを受けて、GP認定、環境推進工
場登録制度を活用しましょう。

■ 組織共済委員会
• 人手不足の折、福利厚生の充実による従業員満
足度の向上を目指し、各種共済制度を活用しま
しょう。

■ 産業戦略デザイン室
• 2050年を見据えた超長期産業戦略を、10月の印
刷文化典広島大会で発表します。

REPORT

江森理事長報告

教育研修委員会報告　 (古木副理事長)

CSR推進委員会報告　 (荒井常務理事)

江森関東甲信越静地区印刷協議会会長  挨拶

古木副理事長  報告 荒井常務理事  報告

臨江閣（7月8日会場）
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REPORT 関東甲信越静地区印刷協議会に参加して

　経営革新マーケティングでは、今後
の印刷業界における新しい事業の展開
や新しい受発注のスキームなど、組合

員に対してどのような形でプラスへと導いていくのかを
話合いました。課題も山積みであることも把握が出来た
ので、ひとつ一つ解決へと進めていければと考えており
ます。
また懇親会での情報交換も、仕事だけではなく多方面

での情報やスキルが学べ、非常に有意義でした。

　関東甲信越静地区協議会は、10県の
印刷人が集まりそれぞれのテーマにつ
いての意見交換や議論をする貴重な場

となっていると感じます。各事業に対する他県での取り
組み方を参考に出来るし、神奈川の良い所、悪い所も見
えてきます。
また、今回は歴史的な建物（群馬会館、臨江閣）での開
催で、前橋の歴史を感じながら散策することも出来まし
た。群馬県工組のホスピタリティに感謝です。ありがとう
ございました。

古木副理事長

持続可能な印刷会社になるために業
態変革が待ったなしとなった現在、自社
としてできることを考え取り組むことに

加え、変革に取り組む組合員同士で協力してできること
を考えることも重要だと思います。
10県それぞれの視点で印刷業界の現在と未来を考え

ることができる協議会は、商圏が異なるためにお互い客
観的にあるべき姿を話し合えるので、なすべきことを考え
るには非常に貴重な機会となりました。

荒井常務理事

７月７日・８日と群馬県前橋市に行ってき
ました。初日の会場、群馬会館はクラシックな
建物でしたがホールや宴会場をリフォームし
ておりいい感じの雰囲気が漂っていました。

江森理事長、古木副理事長、荒井総務委員長が地区役員として、
理事長会や各委員会を取りまとめて頑張っていました。総会・懇
親会と、関東甲信越静地区皆さんと楽しく交流出来ました。２日
目は、重要文化財の臨江閣という明治時代に建てられた臨江閣
にて、歴史講演会と前日の各委員会の報告がなされました。久し
ぶりに２日間開催で有りましたが、充実した内容で、参加した皆
さんも満足していたと思います。

上原常務理事
　群馬県前橋市へ行って来ました！関
地区協に行っていつも思うのが、各県
工組の皆さんの「おもてなし」の気持ち

です。今回も群馬県工組の皆さんの、「大会を参加者の
皆さんと共に成功させたい！」という気持ちが伝わり、と
ても充実した二日間を過ごしました。当日は近くの商店
街で七夕まつりが開催しており、久しぶりのお祭りを楽
しむ家族連れが多く見られ、「日常が戻ってきたな」と思
いました。

武井常務理事

金子常務理事

昨年の千葉県主管大会に続き2年連
続の2日間開催となりましたが、群馬県
工組の皆さんのおもてなしの心が細部

にまで行き届いたすばらしい大会でした。関東甲信越静
地区のメンバーは以前から仲が良く和気藹々とした雰囲
気ですが、コロナで会えない時期があったためか、一層
絆が強くなっているような気がします。地区の元気な仲
間たちと過ごした２日間は何より心の栄養になりました。
神奈川の皆さんも是非地区協議会に参加して、他県の

同業者の皆さんとの交流を楽しんでください。

江森理事長

2023年７月７日・８日、群馬県前橋市
で開催され、神奈川県工組として９名で
参加。（一社）群馬地域学研究所 代表理

事の手島 仁氏の講演にも参加してきました。会場の臨江
閣の本館は1884年竣工。当時、前橋の企業や町民有志
の募金により、迎賓館として建てられたという歴史的な
建物です。そこで前橋の歴史、特に興味深かったのは生
糸の製糸を通じた横浜との関りの話でした。このように
全国各地でその土地にまつわる歴史と印刷との話に触
れられるのはとても素晴らしいことと感じました。

大川副理事長
　去る7月7日㈮～8日㈯、群馬県印刷
工業組合主管による関東甲信越静地区
印刷協議会 第70回年次大会に参加し

ました。心のこもった思いやりの大会を実感し、同じ道を
歩む仲間たちとも交流を楽しく、また刺激になりました。
七夕祭りで賑わう前橋の商店街を、二次会会場へと歩く
うち、この充実した満足感はいったい何から生まれてくる
のか…。それは江森会長はじめ関地区協組織の結束力と
ふるさとへのプライドではないだろうか。群馬県印刷工
業組合、そして関地区協メンバー全員に感謝。

中矢副理事長
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共創ネットワーク通信は組合各社のユニークな技術・商材・サービスや組合
情報を全国約4,000社の組合員に発信する印刷業界特化型のメルマガサー
ビスです。このメルマガが全国の組合員をつなぎ、各社が強みを分かち合いま
すので、情報を共有する会社も受け取る会社も大いにご活躍頂けます。
公式サイトはこれまでのメルマガ情報をバックナンバーとして掲載しており、各ページともお客様への新

たな提案の材料やヒントになる情報が満載です。
リニューアルでの新機能は「組合からのお知らせ」の設置と「組合員コミュニティ」の開設となります。
組合員は利用無料となりますので是非ご活用頂き、ビジネスに結び付けて頂ければと思います。

自社の発信したい
新製品やサービス情報を
メルマガ配信

サイトから得たい情報を
瞬時にピックアップ可能！！

信頼できる組合員と
安心安全に
取引できます

全印工連 共創ネットワーク通信
リニューアルOPEN!!

活用しよう！
経営革新マーケティング委員会

自社の製品やサービスを

全国4,000社に
PR！！

INFORMATION

｜全国4,000社に向けて｜ ｜サイトにも掲載されます｜ ｜リスク回避に繋がる安心｜

お申込み・お問い合わせなどはサイトをご覧ください。

https://kyousou-network.net/

身元の分かる同業者同士だから
トラブルリスクも最小限！！

「共創ネットワーク通信」
サイト内の記事で
さらに詳しくPR
メルマガ配信後、記事は
カテゴリー別にアーカイブ！！

写真入り
カラー配信可能で訴求力UP！！

見やすく探しやすい8つのカテゴリー別掲載

企画・デザイン

特殊印刷

プリプレス

製本・加工

印　刷

特殊加工

デジタル印刷

その他・セミナー

���������������������

�������
������


���	������������

���������� �� �

�����

����
����

����
�



｜神奈川印刷ニュースvol.225 07伝えるためのユニバーサルデザインフェア 開催報告｜06

　伝えるためのユニバーサルデザインフェアにて、カタチだけで伝えて
みよう！～ユニバーサルな標識デザインワークショップ～を開催しま
した。丸や長方形、三角形や正方形などの小さいパーツを組み合わせ
て、何らかの意味を持たせたカタチを作り、それを丸や四角の縁が描
かれた台紙に貼り付けて標識を完成させるワークショップです。より
簡易なカタチで、より多くの人に正しい情報を伝えるデザインを考え
ます。もともとは、小学校や中学校への出前授業の際に、ココラボオリ
ジナルとして行っているワークショップを、今回、グラフィックデザイ
ナーの徳間氏に声がけし、大幅にブラッシュアップしたキットととも
に、大人も子どもも楽しめるようにプログラムも改変しました。どんど
ん仕上がる標識には、“ここにはたくさんの蜂がいます”、“水たまり注
意”、のような公共への啓発や、“部屋に勝手に入らないで”、“ゲームを
無限に続けていい”、など、誰かに当てた個人的な要求もありました。
発表の時間では、ゲーム無限標識に対して、親がゲーム禁止標識で対
抗し、会場がどっと笑いに包まれるシーンも見られました。

Design by Masami Takahashi

伝
つた

え る た め の

色
いろ

・文
も

字
じ

・かたちでみんなに分
わ

かりやすく

広報副委員長
株式会社ココラボ
竹見正一

開催報告
　8月18日（金）～20日（日）の３日間、東京都立産
業貿易センター浜松町館において、全印工連と
NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会の
共催によるMUDの集大成「伝えるためのユニバー
サルデザインフェア」が開催されました。全青協に
よるカラーユニバーサルデザイン（CUD）の取り組
みを経て、全印工連が2006年にMUDという概念
を発表、取り組みを始めてから18年目の今年、はじ
めて対外的なMUDのコンベンションが実現し、3
日間で1,250名が来場しました。
　会場は、展示コーナー、体験コーナー、セミナー
で構成され、展示コーナーではデザインコンペの受
賞作品、教科書出版社やメーカーの事例などが紹

介されました。セミナー会場では3日間で12コマの
セミナーが開催され、様々なテーマで講師の熱意
あふれるセミナーが展開されました。
　2006年当時に比べれば、障害者差別解消法や
情報アクセシビリティ法などの法整備が進んだこ
とに加え、「誰一人取り残さなさい」というSDGsの
理念も浸透し、MUDの必要性は格段に高まってい
ます。これからも印刷業界全体でMUDを育て、社
会福祉の充実と業界活性化の両方を実現していき
たいと思います。

全印工連CSR推進委員会  副委員長
NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会  理事
　　　　　　　　　　　　　　　　 江 森 克 治

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
標
識
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

カ
タ
チ
だ
け
で

伝
え
て
み
よ
う
！

2023年8月18日（金）・19日（土）・20日（日）東京都立産業貿易センター浜松町館にて「伝えるためのユニバーサルデザインフェア」が開催されました。
メインセミナーは「世界一明るい視覚障がい者、成澤俊輔が見たSDGsとMUD」。自身が見える世界から見えない世界を経験しているからこそ、様々な境遇や状況にある人々に対し理解を深めながら伴走支援

を続けている成澤俊輔氏に、これからのMUDのあるべき姿、考え
方や取り組み方についてお話いただきました。また、江森理事長の会社、株式会社ココラボでは親子向けの企
画を担当、「カタチだけで伝えてみよう！～ユニバーサルな標識デ
ザインワークショップ～」も開催されました。ここでは街角で見か
ける交通標識は、言葉がわからなくても、カタチだけでいろいろな
ことを伝えるユニバーサルデザインで作られていることから、プロ
のデザイナーに教えてもらいながら、MUDフェアオリジナルの
キットを使って、誰にでも伝わる標識を作るといったワークショッ
プが展開され、好評を博しました。その他数多くのセミナー、ワー
クショップに多くの方々が訪れ、成功裡に開催終了しました。

神奈川県印刷工業組合 副理事長
大 川 哲 郎
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神奈川県
中小企業団体中央会

  武井広報委員長

　ご縁は今年度通常総会で、上原さんと私の座る
テーブルに神奈川県中小企業団体中央会様より来
賓の村上主事が同席した事でした。
　来賓の方にはとかく気を遣いますが、村上主事
の気さくな人柄で上原さんと話が盛り上がり、「中
央会に関してほぼ無知なこと」まで伝え、気がつく
と「取材に行こう！」となりました。
　当日は中央会の皆様に大変率直にお話をいた
だく事が出来ました。この記事が、神奈川県中小

企業団体中央会様を知るきっかけになると幸い
です。

  小島副委員長

　今回、中央会さんにお話を伺い、組合活動のそ
の先があることを知ることができました。新しいこ
とへの挑戦が1社では難しくとも、組合を通し中
央会の協力を得て、他業種とも連携できる道があ
る。新たな可能性を感じることができました。あり
がとうございました。

皆様の中で神奈川県中小企業団体中央会（以下、中央会）とは？と言われて、直ぐに答えられる方
はいらっしゃるでしょうか？
ほとんどの方が？？？組合理事の方でさえ、組合の総会や新年賀詞交歓会に来て挨拶している人。
県の外郭団体の職員さん？との意識ぐらいでしょうか。
そういう私も、皆様とほぼ同じような感覚でした。このたび、中央会さんと対談する機会が出来まし
たので、広報委員会より武井委員長、小島副委員長、竹見副委員長と株式会社ココラボのインター
ン（研修生）鈴木夏佳さんと担当委員上原にて横浜市中区尾上町の神奈川中小企業センタービル９階
にある事務所に伺い、お話を聞いて参りました。
当日は中央会より大竹准一副会長兼専務理事、森川勝巳事務局長、原 朱音情報調査部主任、村
上奈緒子組合支援部工業チーム主事の４名の方々に丁寧にまた率直にお答えいただきました。紙面を
借りてご協力に深く感謝と御礼を申し上げます。

広報委員会　上原健一委員

は じ め に

　中央会は県内の中小企業の振興発展
のため、企業間の連携による生産性・

技術の向上、資金の確保、需要の開拓、経営基盤
の確立・向上を支援していきます。
　近年は、人手不足解消の為、海外からの実習生
の受け入れ支援や、後継者育成セミナー事業も始
めています。
　変化への対応、情報発信、デジタル化、業態変
革等、中小企業を取り巻く環境の変化は、大きく
速く、目まぐるしくなっています。
　現在県内には1,056の組合があり、今後は印刷
工業組合と他組合間の協働事業なども出来るので
はないでしょうか。

中央会のこれからの役割は？3

3

突撃訪問
！！

Interview

取材雑感

　神奈川県中小企業団体中央会は、会長
と27名の職員さんで運営されております。
下記HPを一度アクセスしてみてください。
きっと貴社の事業のヒントになるような事
が見つかると思います。

神奈川県中小企業団体中央会とは？

https://www.chuokai-kanagawa.or.jp

人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」
つな

　中央会は、「中小企業等協同組合法」
に基づき各都道府県に設置されている、

事業協同組合などの県内の中小企業組合を支援し
ている機関。つまり、簡単に言えば、印刷工業組合
の良きパートナー、相談相手となる機関です。県内
にある各種協同組合に所属する企業でしたら、個
別に相談することも可能です。

中央会とはどんな組織？１

１

　中央会設立から長い関係を維持し、
過去には、用紙の共同購入スキームや

印刷工業組合独自のISO取得の講習会を一緒に構
築して、組合員企業の皆様と関わって来ました。
　印刷工業組合の事業への補助金の申請取得の為
の資料作成など、昨年は「持続可能な組合づくり会
議」へのアドバイザー派遣を致しました。

中央会と印刷組合との関係は？2

2

大竹准一副会長兼専務理事

森川勝巳事務局長

村上奈緒子組合支援部工業チーム主事

※県内の組合件数1,056組合、内 中央会会員組合840組合（2023年9月現在）



Yokohama Yokosuka

INSATSU
酒場

みんな集まれ！

印刷関連業界と地域クリエイター達との交流の場

   第1回 INSATSU 酒場

日程：7月4日（火）9:00～21:30
会場：八郎酒場 野毛宮川町店
参加人数：20名程度 
対象：組合員、組合員従業員、関連業界、地域クリエイター等

   第2回 INSATSU 酒場

日程：9月5日（火）9:00～21:30
会場：八郎酒場 野毛宮川町店
参加人数：20名程度 
対象：組合員、組合員従業員、関連業界、地域クリエイター等

「支部員・社員・家族により楽しんで貰えるバーベキュー」を4年ぶりに三浦海岸砂浜にて横浜横須賀
支部・神奈川正和会合同バーベキューを開催しました。
21名の参加者が食べて、飲んで、海に入り大いに盛り上がり楽しい会員交流が出来ました。久しぶり

の会員交流だったので写真を撮るのを忘れてしまいました。(すみません)
副支部長のアマノ印刷 尼野さん、企画・設営して頂きありがとうございました。また、参加してください

ました組合員の皆様、正和会の皆様ありがとうございました。
これからも色々な企画を考えていきたいと思います。今後とも組合活動、支部活動にご協力の程、よろ

しくお願いいたします。
※神奈川正和会(印刷組合2世の会として発足し、いまでは印刷関連業者を含む会)

2023年8月19日(土)

横浜横須賀支部
活動報告レポート

SPECIAL
EVENT

支部だより
活 動 を お 知 ら せ

横浜横須賀支部長　高橋里司

横浜横須賀支部・
神奈川正和会合同バーベキュー

Beach

Happy  Indus t ry委員会主催の『第2回
INSATSU酒場』取材に突然思い立ち、石澤委員長
の許可を得て、9月5日にお邪魔しました。
石澤委員長の手慣れた場の作り方で、やや緊張

の面持ちの初参加の方々も自己紹介を経て交流会
が始まるとすぐに輪の中に溶け込んでいました。さ
らに自社のPRや他社の参加者の話に耳を傾ける
といった場面もあり、途中の席替えもあり満遍なく

話が出来た様です。
私はもちろん取材のつもりで行きましたが、野毛

の酒席の雰囲気に呑まれ、酔いも手伝いとても良
い交流、出会いのあった夜でした。
組合の理事会や各支部の集まりとはまた違った
交流が持てる「INSATSU酒場」。
次回、皆さんもぜひ！

広報委員長  武井康時

会社帰りに気軽に立ち寄り、組合員や従業員、仕
事関係者やクリエイターたちが、交流の輪を広げ
て印刷業界の仲間たちとの繋がりをつくることを
目的に開催しました。会場は、野毛の「八郎酒場」に
ご協力いただきました。美味しいもつ焼きやお酒を
用意していただきました。インターネット経由で初
めて参加した方を含めて私自身も初見の方たちが
多くいたのですが、同じ業界で仕事をしている者同
士、共通の話題ですぐに打ち解けて語り合って交
流している姿が印象的でした。参加者の声として印
刷業界で交流する機会を探していた方もいたり、
次回は別の仲間を連れてきたいという方もいまし
た。またこの機会を通じて神奈川県印刷工業組合
に興味をもち会社として加入したい方も一社いた
ので組合の拡大活動にも繋がるかと思っていま
す。顧客のニーズや仕事のあり方、働き方が多種多
様になり、変化進化し続けてる昨今の時代に印刷

に関わるもの同士が繋がりを創り、ワクワクな未来
を語り合い、仕事や情報をシェアすることでお互い
のビジネスやプライベートの充実に繋がるかと考
えています。これからも交流の機会や繋がりを大切
にしていきたいと改めて実感しました。ご協力・ご
参加いただいた方々に心から御礼申し上げます。

Happy Industry 委員長 石澤 勝

「INSATSU酒場」に参加してきました！

INSATSU 酒場
開催を通して

Are yo
u 

enjoy
ing it?

11｜神奈川印刷ニュースvol.225 INSATSU酒場 ／ 支部だより 横浜横須賀支部 活動報告レポート ｜10
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（全）全日本印刷工業組合連合会 (全印工連 )
（関）関東甲信越静地区印刷協議会 (関ブロ )
（中）神奈川県中小企業団体中央会 (中央会 )

6月 24・25日 横浜北支部　研修旅行

   ニューウェルシティ湯河原

7月 4日 Happy Industry委員会 野毛のスタ場

7月 4日 第1回INSATSU酒場 八郎酒場（野毛）

7月 5日 （全）第1回カーボンニュートラルPT

7月 7･8日 （関）第70回年次大会

   主管：群馬県工組　群馬会館・臨江閣

7月 10日 （全）第2回CSR推進委員会 日本印刷会館

7月 13日 「神奈川印刷ニュース№224」夏号発行

7月 13日 三役会 組合会議室

7月 20日 （全）第1回DX推進PT 日本印刷会館

7月 21日 （全）常任役員会

   ホテルインターコンチネンタル東京ベイ

7月 27日 理事会 ㈱岩井　会議室

7月 28日 (一社)日本グラフィックサービス工業会

  神奈川県支部総会懇親会　ロイヤルホールヨコハマ

8月 3日 湘北支部 三役会 相模大野　宮川本塵

8月 10日 （全）第3回CSR推進委員会

8月 10日 広報委員会 組合会議室

8月 17日 経営革新マーケティング委員会 組合会議室

8月 17日 川崎支部昼食会 とんQ

8月 17日 （全）第2回教育研修委員会

   都立産業貿易センター浜松町館

8月 18日 湘南小田原支部　役員会

8月18～20日 伝えるためのユニバーサルデザインフェア

   都立産業貿易センター浜松町館

8月 19日 横浜横須賀支部・神奈川正和会合同バーベキュー

   三浦海岸「地魚ダイニング魚敬」

8月 28日 神奈川県中小企業団体中央会へ

   印刷ニュース取材訪問

8月 30日 PISM運営委員会 組合会議室

9月 4日 （全）常任役員会

9月 5日 Happy Industry委員会 野毛のスタ場

9月 5日 第2回INSATSU酒場 八郎酒場（野毛）

9月 13日 日印産連「9月印刷の月」記念式典

   ホテルニューオータニ東京

9月 13日 広報委員会 組合会議室

9月 14日 三役会 組合会議室

9月 28日 理事会 かながわ県民センター

WEB会議W

編 集 後 記

　長く続いた酷暑もようやく陰りが見え、朝晩の軟
風からも秋を感じられるようになりました。
　今年はさすがに食欲が落ちる時期もあり、9月の
声を聞く頃、もう勘弁してくれって独りごちていま
したが、過ぎ去ってみるとなんだか物哀しいのが
夏、慌ただしく過ごしたほんの数ヶ月前の愉快な
日々が、とても遠くに感じてしまいます。やっぱり夏
は、街全体が朦朧と浮ついていていいなあ。
　さてさて、KIN225号、お楽しみいただけました
でしょうか。今号も委員会開催のみならず、取材、

編集、ライティング、撮影などなど、一切手を抜くこ
となく、委員一同全力で取り組みました。
　毎号、短い編集期間にもかかわらず走り続けら
れるのは、武井委員長を筆頭とした広報委員の皆
さんが力強く牽引してくださるから。また、走りきっ
た後に委員会の皆さんと飲むビールも格別です。と
にかく楽しいです。並走してみようかなとほんの少
しでも思われた方、今すぐ広報委員会にご連絡を！ 

（副委員長　竹見正一）

秋 号

くみあい日誌

● 経営革新マーケティング委員会　● Happy Industry 委員会
● 総務組織委員会　● 広報委員会

KINはMUDに配慮した編集を心がけています。

W

W

令和５年９月28日現在　153社

｜ 組｜ 合｜ 員｜ の｜ 動｜ き｜

■ 横浜中央支部　　（株）野毛印刷社　　　　見山雄一

代表者変更

■ 湘南小田原支部
 （株）宮崎印刷所　茅ヶ崎市円蔵370－21　※電話・ＦＡＸ番号は、変わりません

住所変更

横浜市予算編成に対するヒアリング

事業計画の重点方針・具体的施策に掲げた「政治、行政機関との定期的な意見交換の実
現」の一環として本年も要望活動を展開しました。
６月19日（月）、横浜市新市庁舎議会棟３階多目的室で、自由民主党横浜市会議員団によ
るヒアリングに臨みました。組合からの参加者は、江森理事長および官公需担当 中矢副理
事長をはじめ組合三役・横浜３支部長で、

の４項目につき、資料を提示しながら詳細に説明、横浜市への働きかけと実現へ向けた尽力
を要請しました。
　この試みは今年で５回目です。今後も機会を捉え、組合として取り組んでいきたいと思い
ます。

1.公共調達における知的財産権の適正な取り扱いのお願い 
2.入札における予定価格算定にあたっての市場動向を踏まえた実勢価格反映のお願い
3.入札における最低制限価格制度の導入のお願い
4.SR調達（社会的責任調達）導入検討のお願い



未来へバトンをつなぐマガジン

神奈川県印刷工業組合
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Happy Industry

KIN 公式キャラクター
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cover photo  神奈川県中小企業団体中央会

秋号

新しい挑戦の一歩となる年にしよう！

報　　告 ｜ 令和5年度関東甲信越静地区印刷協議会
 上期定例会委員会報告
開催報告 ｜ 伝えるためのユニバーサルデザインフェア
  INSATSU 酒場

巻 頭 言 ｜今夏の出来事
 神奈川県印刷工業組合  副理事長  古木直人
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